
「第３３回宮前区民祭」でＰＲ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
自
衛
隊
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し

「
第
３
３
回
宮
前
区
民
祭
」
に
、
募
集
相
談
員

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
溝
の
口
募
集
案
内
所

（
日
）、
川
崎
市
宮
前
区
役
所
周
辺
で
行
わ
れ
た

た
。イ

ベ
ン
ト
に
は
、
約
３
万
８
千
人
も
の
来
場

ス
に
も
多
く
の
市
民
の
方
々
が
訪
れ
、
災
害
派

遣
活
動
の
写
真
パ
ネ
ル
や
非
常
用
糧
食
に
興
味

溝
の
口
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
自
衛
隊

の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

（
所
長　

上
野
３
陸
尉
）
は
、
１
０
月
２
６
日

や
市
議
会
議
員
の
方
々
の
支
援
を
頂
い
て
広
報

者
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。
自
衛
隊
の
ブ
ー

を
示
し
て
い
た
。
ま
た
、
子
供
迷
彩
服
の
試
着

幹部候補生採用予定者の部隊研修を支援

資料館の見学

「総合的な学習の時間」を支援

迷彩服を試着

を
研
修
し
、
２
日
目
は
、
潜
水
艦
教
育
訓
練
部

３
１
名
の
海
上
自
衛
隊
部
隊
研
修
を
支
援
し
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長 

髙
田　

充

９
日
（
水
）
の
間
、
幹
部
候
補
生
採
用
予
定
者

隊
（
呉
基
地
）
を
研
修
し
た
後
、
幹
部
候
補
生

学
校
（
江
田
島
市
）
を
訪
れ
、
赤
い
レ
ン
ガ
調

び
大
き
な
声
を
上
げ
な
が
ら
の
行
進
を
見
学
し

た
。

り
、
採
用
予
定
者
の
入
隊
意
欲
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
し
て
い
る
。

１
海
佐
）
は
、
１
０
月
２
７
日
（
月
）
か
ら
２

研
修
初
日
は
、
第
３
１
航
空
群
（
岩
国
基
地
）

の
建
物
や
石
造
り
の
資
料
館
、
教
育
の
様
子
及

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
、「
本
研
修
に
よ

を
支
援
し
た
。

田
原
市
立
酒
匂
（
さ
か
わ
）
中
学
校
の
２
年
生

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
小
田
原
地
域
事
務
所

（
水
）、
海
上
自
衛
隊
厚
木
基
地
に
お
い
て
、
小

始
め
に
、
資
料
館
に
お
い
て
４
空
群
司
令
と

の
記
念
撮
影
、
続
い
て
厚
木
基
地
の
概
要
説
明

見
学
で
は
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
操
縦
席
に
座
る

こ
と
も
で
き
、「
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
、
と

か
れ
た
。

小
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
を
積
極
的
に
支
援
し
、
西

（
所
長　

林
１
陸
尉
）
は
、
１
０
月
２
９
日

６
名
が
参
加
し
た
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

や
管
制
塔
の
見
学
が
行
わ
れ
た
。Ｐ
ー
３
Ｃ
の

て
も
有
意
義
で
し
た
」
と
い
う
生
徒
の
声
が
聞

現
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
勢
の
子
供
達
が
迷
彩
服
に

身
を
包
み
、
初
め
て
の
体
験
に
嬉
し
そ
う
な
表

情
を
浮
か
べ
て
い
た
。
会
場
を
訪
れ
た
方
々
か

ら
は
、「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
、
応

援
し
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
激
励
の
声
が
多
数

聞
か
れ
た
。

最
終
日
は
、
呉
市
に
あ
る
第
４
護
衛
隊
群
で

「
護
衛
艦
い
せ
」
を
見
学
し
、
今
回
の
研
修
を

終
え
た
。
参
加
者
は
、
航
空
部
隊
、
潜
水
艦
部

隊
、
護
衛
艦
部
隊
、
ま
た
、
約
１
年
間
の
生
活

を
行
う
幹
部
候
補
生
学
校
を
研
修
し
、「
早
く

入
校
し
た
い
」
と
意
欲
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。

湘
地
区
か
ら
自
衛
官
を
志
願
す
る
生
徒
が
多
く


